
1) 本テーマの概要について
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⚫ 本テーマは、宇宙交通管理を見据えた自律性確保に資する宇宙状況把握（SSA）技術、衛星運用・地上シス
テム技術、サイバーセキュリティに関する技術開発・実証を支援するものです。

本テーマの概要

出典：宇宙戦略基⾦ 技術開発テーマ（令和７年度補正予算分）https://www8.cao.go.jp/space/kikin/phase3_r7hoseiyosan.pdf

https://www8.cao.go.jp/space/kikin/phase3_r7hoseiyosan.pdf
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⚫ 本テーマの技術開発は、我が国で急激に増加する衛星の運用インフラとなるものであり、社会実装においては自律
性の観点から国内顧客への価値提供が重要となるため、国内ステークホルダーからの評価を特に重視します。

⚫一方で、事業の継続性も重要視するため、国内需要のみでは事業継続が難しい場合等、必要に応じて海外顧
客への価値提供を含めた総合的なステークホルダー評価についても考慮します。

本テーマにおけるステークホルダー評価の重要性

実施方針より

４. 技術開発実施体制

６．評価の観点

ステークホルダ例
テーマ(A)：SSAサービスを受ける衛星運用事業者、SSAサービスによるリスク評価を行う事業者等
テーマ(B)：衛星運用事業者等
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⚫テーマ(A)は、商用SSAデータ基盤の拡張を目的としていますが、併せて、大規模な軌道上物
体カタログや大規模なSSA解析システムとの協調も見据えた技術開発となることを期待していま
す。

本テーマ(A)についての補足

商用データカタログ

商用SSA
アプリケーション

衛星運用事業者等

大規模物体カタログ

大規模解析システム

データ・サービスの流れ
本テーマの主範囲

協調を期待する範囲
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⚫ 本テーマの技術開発の一例として、国内の衛星運用事業者が複数の衛星コンステーレションの統合運用を行う際
の、効率的かつ安全な衛星運用を実現する統合運用基盤・地上システム等の技術開発が挙げられます。このよう
に、複数の衛星運用事業者に活用される衛星運用基盤の開発を期待します。

本テーマ(B)についての補足

ミッション運用

HK運用

ミッション
運用

ミッション
運用

ミッション
運用

HK*運用 HK運用 HK運用

*HK＝ハウスキーピング

衛星運用が個社ごとであり、
・衛星の切り替えによる使用
不可時間が長い
・地上局の予約の細かな調
整が難しい

衛星ごとに運用システムが違い、
・運用手順/データフォーマット
が未統一
・個別最適な運用計画
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